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釣りの本からスタート、現在は自由な発想で
様々なジャンルの本を手がける。

■出版活動のはじまり

　栃木県宇都宮市で印刷物の制作、出
版事業を行っておりますグラフィック
ハンズと申します。地元雑誌社に 14 年
勤めた後、2008 年に独立。創業 14 年
目になりますデザイン会社です。独立
当初から印刷会社や新聞社などの下請
けで各種印刷物の制作を行ってまいり
ましたが、自分の作品を作りたい想い
から、2016 年から本作りを始めました。
　ひとくちに、本を作るといっても、
印刷費を賄うための広告営業、編集者、
カメラマン、制作と、最低でも 4 人は
必要になる訳ですが、頼れるブレーン
もなく、資金も無い一人出版社は当然、
印刷以外すべてを一人でこなさなけれ
ばなりません。始まるに至るまでは何

度も方法を考えては諦めておりました。
　旬な情報を提供するスタイルの月刊
誌や季刊誌などでプランを立てており
ましたが、短期で作り短期で売るとい
う考え方を捨てて、長期でコツコツと
作り、〝長期間売れる本づくり〟をすれ
ば「何とかなるのでは？」ということで、
広告も取れるかどうか分からない、見
切り発車ではありましたが、先ずは自
身の趣味でもあった〝釣りの本〟を作っ
てみようと考えました。

■初版は釣りの本

　「日光フィッシングメソッド」は栃木
県日光市の中禅寺湖を中心に湯ノ湖・
湯川・大谷川・鬼怒川・東古屋湖、群
馬県の丸沼・菅沼ほか、栃木やその近
県の有名なフィッシングフィールドで

の〝釣り方〟〝スポット〟〝ツール〟を
深く紹介する雑誌です。
　中禅寺湖は日本全国の釣り人に注目
されており、北は北海道から南は九州
まで全国各地からアングラーが訪れる
憧れの湖です。中禅寺湖に棲む〝レイ
クトラウト〟は日本で唯一、〝ここでし
か出会えない魚〟です。しかしこの魚
を釣ることは容易ではなく、季節によっ
ても釣り方が異なり、いかに多くのメ
ソッド ( 方法 ) を兼ね備えるかで貴重な
一尾につながります。
　釣具メーカー、釣具店、アウトドア
ショップスタッフなど、その釣りに精
通した釣り人に出演していただき実際
に釣りをしていただくフィッシングド
キュメントです。4 月解禁～ 9 月まで
シーズンを通して取材したものをまと
め、次の解禁前に発行する、〝年に一回〟
の雑誌です。
　これまでにない独自の視点と写真を
多く使い、分かりやすくマンガのよう
に読めるスタイルで、上級者はもちろ
ん、初心者に大変好評をいただいてお
ります。〝長期間売れる本作り〟をして
いることもあり、創刊の vol.1 も今だに
売れております。
　そんな〝年に一回〟の「日光フィッ
シングメソッド」は、おかげさまで
vol.4 まで発行し、2020 年は新型コロ
ナの影響で取材が出来ず発行できませ
んでしたが、現在 2021 年は vol.5 に向
けて取材中です。( ※ 2022 年 2 月発行
予定 )
　また、釣りをしたことがない人に向
けたトラウトフィッシングの雑誌「カ
ンツリー」は、気持ちのいい管理釣り
場をコンセプトに、〝渓流〟〝森の中に
佇む〟〝料理が美味しい〟〝キャンプが
できる〟などの管理釣り場を掲載。ア
ウトドア・キャンプ・釣りブームとい
うこともあり、こちらも好評をいただ
いております。
　これらの雑誌は関東圏の上州屋、全

□ 栃木県宇都宮市で創業14年目 ───── ☆★☆

日光フィッシングメソッド vol.4 トラウトフィッシングの雑誌「カンツリー」
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国のワイルドワン、ほか釣具店、アマ
ゾンで販売しております。近年は地方・
小出版流通センター様取次で一般書店
様にも少しずつ設置いただいておりま
す。一般書店に訪れる、釣りに興味が
ある方で、〝この本をまだ知らない〟方
に手に取っていただきたい所存です。
長期間需要があり、まだまだ売れる本
ですので、書店様には是非一度取り扱っ
ていただきたいと思っております。

■食に関する本

　釣りを中心としたアウトドアの雑誌
を制作するほか、〝食〟に関する本にも
力を入れていきたいと考え、2021 年
6 月に新刊「カフェ・ラ・ファミーユ
のレシピ」を発行いたしました。この
本は雑誌ではなく、単行本になります。
広告も入れておりませんので、本の売
り上げだけで印刷費を賄う、マイナス
からのスタート。弱小な弊社にとって
はかなりチャレンジをした本です。
　茨城県結城市の静かな住宅街に佇む
cafe la famille「カフェ・ラ・ファミーユ」。 
famille はフランス語で〝家族〟という
意味です。フランスの田舎町をイメー
ジした趣のあるお店づくりと、地場・
近県の食材や、オーナーのご両親が庭
の畑で作る新鮮な野菜を使用した美味
しい料理で、遠方から多くのお客さん
が訪れる人気のカフェです。
　この本を作るきっかけは、自身が「カ
フェ・ラ・ファミーユ」のファンとい
うことでした。ランチで季節のスープ
やガレット、カフェラテをゆっくり味

わって庭を散策。来るたびに思ってお
りました。「この素敵な雰囲気と美味し
い料理を本にできないか？そしてあわ
よくば、この料理を家で少しでもマネ
できないか？」。という好奇心で、オー
ナーの奥澤さんにダメもとでお願いし
てみたら快くお受けいただきました。
　お店の休日や営業時間の合間に、少
しずつ料理を作ってもらいながら一年
かけて本にまとめました。
　ページをめくるたびに季節を感じる
美味しそうな料理。手順を写真で分か
りやすく見せたり、素敵なお店の雰囲
気も収録しております。知る人ぞ知る
ファミーユファンの方はもちろん、料
理が好きな方におすすめの本です。さ
らにはカフェを始めたい方には参考書
になるのではないかと思っております。
発行して間もないですが、かなり反響
がありますので、もっと多くの書店様
に設置いただきたいと思っております。
　A4版オールカラー120頁1760円(税
込 ) ガレットやパスタ、魚・肉料理、デ
ザートなど約 30 品を掲載。

■本のプロダクション

　グラフィックハンズでは、本のプロ
ダクションも行っています。栃木の地
元新聞社「下野新聞社」様から、新聞
広告や会社案内など様々な仕事の依頼
がありますが、そのなかで、2020 年に
出版部からの依頼で「栃木のキャンプ
場ガイド CAMP.」を制作させていただ
きました。
　栃木県内のキャンプ場 42 カ所の最

新情報とともに、実際のキャンプ場を
使ってのファミリーキャンプ、ソロキャ
ンプ、河川敷キャンプでのカヤック川
下り、森の中でのキャンプ & フィッシ
ング等の体験ルポを掲載しています。
巻末には緊急事態に役立つアウトドア
グッズを紹介しています。
　「日光フィッシングメソッド」の制作
経験を生かして、釣具メーカー、アウ
トドアショップやテントメーカーの協
力をいただきながらテントなど道具の
手配、キャンプ場の選定、出演者、ア
ウトドア料理、ストーリーなどすべて
をプロデュースして、取材から写真撮
影、誌面を制作しております。もちろん、
広告営業も行い、印刷費も賄っており
ます。依頼主の経費を少しでも抑え、

2021年6月発行の新刊「カフェ・ラ・ファミ
ーユのレシピ」

A4版オールカラー・120頁・1760円(税込)。ガレットやパスタ、魚・肉
料理、デザートなど約30品を掲載。

栃木のキャンプ場ガイドCAMP.
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新刊ダイジェスト 表示されている値段は本体価格となっております。ご購入には別途、消費税がかかります。

クオリティの高い一冊に仕上げ、売れ
る本で収益化しております。
　こちらの本は下野新聞社から販売し
ております。地方・小出版流通センター
様にお問い合わせください。

■地方へのこだわり

　地方へのこだわりというものは一切
ありませんが、この地に育ち、この地
に住んで仕事をしています。地方には
地方ならではの題材が溢れています。

〝自然が豊か〟という点では、自分の趣
向にあった本作りが実現できています。
この宝の山を少しずつ発掘し、自分の

視点で加工しながら作品を作っていけ
る豊かな場所です。また、東京圏にあ
ることに勝機を感じています。栃木県
は東京から 2 時間弱で気軽に動ける場
所です。大都市視点の地方に対する需
要に応える情報をゆっくりながらも確
実に届けられる位置にあります。

■大手出版社が作らない本

　現在は「日光フィッシングメソッド」
を基本に新たな雑誌を制作中です。
　大手出版社が作らない、一人出版社
ならではの、何にも縛られない自由な
発想で様々なジャンルの〝売れる本〟

を作っていこうと思っています。
　今後は年に二冊のペースで本を作っ
ていき、地方・小出版流通センター様
を通じて少しでも一般書店様に設置し
ていただけるよう頑張りたい所存です
のでグラフィックハンズを今後とも何
卒よろしくお願い申し上げます。

（はんだあきひろ／グラフィックハン
ズ代表）

＊
グラフィックハンズ
ホームページ：http://stickertunes.com
メール：grahan_0209@yahoo.co.jp

の礼拝の時間がある。礼拝の呼びかけがきこえて
くると、仕事を休め、メッカの方角に向けて祈り
だす。病院では、カーンカーンと 1 日 5 回鐘が鳴
る。仕事始め、午前中のティタイム、昼食の時間、
3 時の午後のティタイム、5 回目の鐘でその日の
仕事が終わる。また、微笑ましい写真がある。奥
さんと生まれた赤ちゃんと一緒にとってくれとい
うリクエストに応えたイクラムさん一家の写真で
ある。子でもたちの元気な生き生きとした眼が素
晴らしい。アフガニスタンの希望の光が未来に向
かって輝いている。終わりに、作業服の中村医師
ただ一人で水路を見つめている写真が続く。彼の
淡々とした言葉、行動に、頭が自然に下がってくる。
今でも彼がいなくなったことが残念でたまらない。

（古賀河川図書館・古賀邦雄）
◆ 2700 円・Ａ５判・128 頁・ 赤 々 舎・京都・
202106 刊・ISBN9784865411386

　アフガニスタンで人道支援に取り組みながらも
2019 年 12 月に現地で何者かに殺害された中村
哲医師は、医療の傍らアフガニスタンに灌漑用水
路を造り、沙漠地を緑の大地へ変え、それにより
小麦や多くの作物が採れるようになった。難民と
なっていた人々はアフガニスタンに帰還し、肥沃
な大地と化した土地で暮らし始めた。荒野に希望
が灯された。水の力は偉大である。この書は著者
が 2001 年から現地でペシャワール会の一員とし
て、中村医師とともに活動してきた間に撮り溜め
てきた写真をもとにした写真集である。表紙には
水路が完成した中村医師の後ろ姿と子供たちを映
し出す。水が無ければ生きられない。土埃に塗れ
て大地を穿ち、切り拓いたまっさらな水路に水を
招く。招かれた水が人々を潤してゆく。写真はこ
の水を招く過程におけるアフガニスタンの人々の
日常生活も捉えている。イスラム教には 1 日 5 回

『水を招く』●中山博喜著

す。春にはポピー、夏にはアジサイやキンケイ
ギク、そして秋にはコスモスが満開になります。
江ノ電というと湘南海岸沿いが華のように感じ
がちではありますが、住宅地の中にもこういっ
た場所が残っているのですね。
　平成に入ってからの写真が主ですが、中に
は昭和の後半ごろの写真も含まれています。
丸っこいデザインの旧 500 形や東急の玉電か
らやってきた 600 形など今は見ることのでき
ない車両も時おり顔をのぞかせます。今度乗っ
た時には思わず窓外を眺めてみたくなってしま
う、季節の花でまとめたからこそ江ノ電の意外
な魅力が見えてくる写真集といえるでしょう。

（副隊長）
◆ 1000 円・Ａ４判・48 頁・江の電沿線新聞社・
神奈川・202105 刊・ISBN9784900247079

　鎌倉から江の島を経て藤沢へ。湘南の海岸沿
いに走る江ノ島電鉄は江ノ電の愛称で地元の
人々や観光客に親しまれています。この写真集
はそんな江ノ電の走る風景を収めたものです
が、四季折々に沿線を彩る花を中心にまとめて
あるのが特徴です。例えば鎌倉といえばアジサ
イの名所ということでも知られています。中で
も長谷寺などは有名ですが、初夏になれば沿線
でも長谷～極楽寺～稲村ケ崎にかけて色とりど
りのアジサイが咲き誇ります。季節が移り秋に
なれば、今度は真っ赤なヒガンバナが線路端を
飾ります。電車の緑とクリーム色の塗装に対し
て、ヒガンバナの赤は一際映えます。もちろん
他にもさまざまな花々を見ることが出来ます。
藤沢市街地の石上～柳小路では、定点観測のよ
うに季節の移り変わりも感じることができま

『江ノ電の四季』●須藤武美著
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　我が国でも明治 35 年に博文館創業者大橋佐
平の遺志で設立された大橋図書館が小学 5 年
生以上の利用を認め、欧米派遣・留学から戻っ
た田中稲城（後の帝国図書館初代館長）や佐野
友三郎（山口県立図書館長）らが児童図書館の
重要性を説き、山口県立図書館では児童室が設
置されたというのは驚きである。こうした展開
は 41 年開館の東京市立日比谷図書館で本格化
し、政府も訓令で児童室設置を奨励した。だが
残念なことに、黎明期の理念は必ずしも今日に
引き継がれず、未だに司書の社会的地位は低く、
児童サービスの後進性が指摘されている。先駆
者たちの思いにしっかりと向き合うべきことを
痛感する。（飯澤文夫）
◆ 800 円・Ｂ６判・82 頁・東京子ども図書館・
東京・202105 刊・ISBN9784885692291

　アメリカ公共図書館の児童サービス発展期で
ある 19 世紀末から 20 世紀初頭に活躍した女
性図書館員に光を当てた、アメリカ合衆国議会
図書館児童文学センター長シビル・A・ヤングッ
シュの論文にもとづく張替恵子「アメリカ児童
図書館の先達」と、明治中期、近代化の緒につ
いたばかりのわが国で、図書館児童サービスの
種を蒔いた人々がいたことを掘り起こした、内
藤直子・加藤節子「日本児童図書館の黎明期」
の 2 点の労作からなる。19 世紀末のアメリカ
は、ニューヨーク公共図書館に児童室が置かれ、
書物の力を信じる人々によって図書館協会が発
足するなどし、一般市民のみならず児童サービ
スへの意識が大きく高まった。その原動力は、
高等教育を受けて社会進出した女性たちであっ
た。

『児童図書館の先駆者たち　アメリカ・日本 』●東京子ども図書館編

ある観測所を示す。そこへ検札の車掌が現れた
ので焦るジョバンニ。何故か上着のポケットに
紙切れが入っていて、それを見せて事無きを得
る。鳥捕りが切符を見て驚くところで第３巻に
続く。
　今回もブルーを基調とした美しい風景などが
続くが、宮沢賢治の言葉の絵の具が炸裂し、作
画者はその世界を描くのに彩色者と共に苦悩し
たが、奮闘の末、見事な作品に仕上がっている。
“世界中をかけれる” という場面に一番の幸福
を感じるという作画者。ラストに出てくる読め
ない文字が書かれた切符がこの物語の本当の主
役かもという考察も新鮮で、次巻も楽しみであ
る。（Ｙ）
◆ 1700 円・Ｂ５判・164 頁・風呂猫・東京・
202105 刊・ISBN9784904732830

　ジョバンニが夜の軽便鉄道に乗り込むところ
で終わった第１巻だが、待望の第２巻が刊行さ
れた。今回はジョバンニが汽車の中でカンパネ
ルラに出会うシーンから始まる。黒曜石で出来
た美しい路線地図を手にしたカンパネルラと共
に窓の外に広がる銀河の風景に胸を躍らせる
ジョバンニ。天の川の水はガラスよりも水素よ
りも透き通り、野原には三角標が立ち並び、巨
大な白い十字架も現れる。白鳥の停車場でいっ
たん下車した二人は河原で水に手を浸してみ
る。さらに巨大獣化石の発掘現場を見学し、汽
車に遅れないために風のように走る。これなら
世界中だってかけれると軽やかに河原を走る二
人。汽車に戻ると赤髯を生やした鳥捕りと乗り
合わせる。彼は捕まえてきたばかりだという平
たくなった鷺や雁を見せ、白鳥区のおしまいに

『銀河鉄道の夜・四次稿編　第２巻』●宮沢賢治原作 / ますむらひろし作画・著

自ら記した新聞や書籍の記事などを取り上げて
まとめている。
　一読すると、東由利で過ごした 27 年間の暮
らしや時代背景が、その後につながっているこ
とがわかる。そして、本というメディアが往時
の暮らしや時代背景などを後世に伝えるために
適していることがわかる。例えば図書館に導入
されたとすれば、興味をもった次世代の方に伝
えていくこともできるのだ。昭和 30 年代とは
異なり、多様な生き方が認められる今、平成・
令和生まれの方は、どんな人生を歩んでいくの
だろうか。この本を読みながら、普段考えない
ことを、ふと頭に浮かべた。（HEYANEKO）
◆ 1500 円・四六判・303 頁・秋田文化出版・
秋田・202106 刊・ISBN9784870225978

　人生を振り返れば、ひとそれぞれに様々ドラ
マがある。昭和 17 年、著者は秋田県南・東由
利の山深く、農家の長男として生まれた。昭和
30 年代、高度経済成長期が始まる前、日本の
農村では「長男は家を継ぎ、先祖代々の田畑を
守る」ことが当たり前のことだった。
　しかし、高度経済成長の波は、小さな田畑と
山仕事を生業とした暮らしを成り立たなくして
いった。昭和 44 年、将来を夢見て八郎潟開拓
地に入植したとき、選考試験よりも、親の試験

（同意を得ること）のほうがはるかに難しかっ
たという。
　この本では、著者が東由利での少年時代のこ
と、冬季分校の教師時代のこと、大潟村への入
植と、政府の減反政策に翻弄されたこと、県内
各所の消えた村（廃村）を訪ね歩いたことなど、

『大潟村一農民のあれこれ』●佐藤晃之助著
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ない。北海道在住の著者と東京都内の印刷会社
との協業で出版された。ていねいな本づくりだ。
ＩＴとＤＴＰの発展で生活拠点による不利益な
く、個人が作りたい本を低コストで自由に作れ
る時代だ。近年、ＺＩＮ（ジン = 要はミニコミ誌）
やひとり出版社の創業が話題だ。出版の本来の
面白さは多様性なのに、売上主義で無個性な出
版物を羅列してきた大版元へのアンチでもある
だろう。コロナ禍でライフスタイルを見直す動
きが進んでいる。魚ばかりではなく人間の生活
環境も都会より地方のほうが上質だ。いよいよ
地方・小の時代になってきた。と思います。

（フライの雑誌　堀内正徳）
◆ 2700 円・230mm × 182mm 判・159
頁・ ぶ ん し ん 出 版・ 東 京・202106 刊・
ISBN9784893901828

　北海道の川と湖に棲むサケ科魚類の魅力と釣
りの喜びを、東京から移住して 16 年のフィッ
シングガイドの著者が熱く語る。魚種ごとの生
態と性格を釣り師視点で解説するエッセイ。各
月ごと四季の〝鱒釣りガイド〟。然別湖ミヤベ
イワナをルアー釣りで狙う章の三部構成。釣り
の規則などの実務はコラムにまとめてある。北
海道の鱒釣りを讃える美しい写真集として楽し
める。釣り本で定番のニコパチ写真（釣った魚
と一緒に人間がニッコリ笑っているところ）が
一葉もない。人の手さえも写っていないから魚
のサイズが一目でわからない。〝この本の主役
は北海道の鱒たちだ〟という著者の意思だろう。
お約束無視が面白い。ただ主役たる鱒たちを脅
かす人為による北海道の自然環境改変への言及
がほしかった。パラダイスは維持しないといけ

『ｆｅａｔ．鱒　フィーチャリング　トラウト』●喜島進著

　唯一無二の《横井久美子 歌手》となった横
井は、自らの生き方によって範を示すことで、
誰もがグランドフィナーレを迎えられる可能性
を本書で明確に示している。一読すれば、ほと
んどの人がそのことを実感し、くじけずに自分
の道を生き抜く覚悟と勇気がみなぎってくるこ
とだろう。
　本書は、これまでに発表した数多くのエッセ
イに加えて自身の半生を初めて書き下ろした第
１章、2019 年 7 月に東京で行なわれた「横井
久美子 50 周年記念コンサート」の全記録であ
るいわば紙上ライブの第２章、そして力尽きる
ギリギリまで発信し続け書き遺した横井久美子
ならではのブログ全編の第３章から成る。（和）
◆ 2200 円・四六判・318 頁・一葉社・東京・
202106 刊・ISBN9784871960816

　世界中に歌を届けたばかりか、世界中の歌を
私たちに届けてくれた類まれな歌手・横井久美
子は、今年 1 月 14 日に亡くなった。これまで
の歌手生活、歌手としてのたたかいを通して、
間違いなく「グランドフィナーレ」を迎えた横
井は、実は世界中の人びとがみんな大団円（グ
ランドフィナーレ）を迎えて拍手で送られます
ように、との念いを込めて歌い続けた歌手でも
ある。この本の全ページに、その熱い心情が満
ち充ちている。しかも、横井はコマーシャリズ
ムに乗った〈歌手 横井久美子〉ではなく、あ
のベトナム戦争時の少女にまで生きる勇気を与
えた《横井久美子 歌手》なのだ。横井にとっ
て「歌手」とは、単なる肩書きを超えて名前と
一体化した、運動体としてのレゾン・デートル

（存在証明）でもある。

『横井久美子歌手　グランドフィナーレ －歌にありがとう』●横井久美子著

の象徴が本丸に設けられた御殿の大広間。室町
将軍家で使われた間取りを模倣し、内外を華麗
な桃山様式の装飾で彩った。天守閣はついぞ作
らず、「伝統と革新」を具現化した大広間を作っ
たところに政宗の面目躍如たるものが有る。城
下町づくりにも政宗の個性が光る。防衛設備で
ある総構を作らず、町人屋敷を街の中心に据え
る商工業重視の都市計画はやがて人口約６万人
の城下町へと発展する。人材登用もまたしかり。
家柄や家禄の高下に関わらず才能あるものを採
用。秀吉の命で藩の領地が半減したのを新田開
発で家臣の不満をかわしたのと同様、ワンマン
な政宗ならではの大胆さだ。（Ｉ）
◆ 2000 円・四六判・271 頁・プレスアート・
宮城・202105 刊・ISBN9784990819064

　慶長６年（１６０１）４月、伊達政宗は仙台
城に入城する。仙台藩 62 万石への幕が切って
落とされた。生まれ育った米沢城、秀吉によっ
て半強制的に居住させられた岩出山城とは異な
り、仙台城は政宗自らの意思で場所を選定して
築城した城である。仙台平野は南北に貫く中世
の幹線道路奥大道を中心に陸上ルートの結節点
に当る。海沿いには中世の港として栄えた塩竃
と閖上が控えており、交通の要衝としては申し
分ない地理的環境にある。本丸は標高１００
メートル以上ある青葉山上に設けられた。当時
上杉景勝との領地争奪戦を行っている最中であ
り、敵側の襲来に備えてのことであったが、関ヶ
原の戦で勝敗が決すると、やがてこの地にも緊
張緩和がおとずれる。城の役割も軍事的要素が
薄れ、政治的色彩の強いものになっていく。そ

『伊達の国の物語 －政宗からはじまる仙台藩２７０年』●菅野正道著
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期間：2021 年 6 月 15 日〜 7 月 14 日

［出荷センター扱い］
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(1)『新・山野の鳥　改訂版』600 円・日本野鳥の会　(2)『リト』1200 円・モナ森出
版　　(3)『しっぽのある温泉』1500 円・海豹舎　(4)『銀河鉄道の夜・四次稿編　第２巻』
1700 円・風呂猫　(5)『うたうおばけ』1400 円・書肆侃侃房　(6)『たぷの里』1200
円・ナナロク社　(7)『食は薬なり』1200 円・金壽堂出版　(8)『新　岡山の山１００選』
2500 円・吉備人出版　(9)『書評七福神が選ぶ、絶対読み逃せない翻訳ミステリベス
ト２０１１－２０２０』1800 円・書肆侃侃房　(10)『戦国の北奥羽南部氏』2400 円・
デーリー東北新聞社　(11)『戦場の漂流者・千二百分の一の二等兵』1800 円・弦書房
　(12)『生命の謎』1600 円・アートヴィレッジ　(13)『琉球弧・生き物図鑑』1800 円・
南方新社　(14)『石井桃子の日本昔話』700 円・東京子ども図書館

以下ホームページ等でも各種情報提供を行なっております。ご利用ください。
ＵＲＬ：http://neil.chips.jp/chihosho/　　ツイッター公式アカウント：@local_small

ト  ピ  ッ  ク  ス ★★★

［三省堂書店神保町本店　センター扱い図書］

［ジュンク堂書店池袋店　地方出版社の本—センター扱い図書］

(1)『戦国の北奥羽南部氏』2400 円・デーリー東北新聞社　(2)『本の雑誌 Ｎｏ．
４５８ ２０２１年８月号』円・本の雑誌社　(3)『東京かわら版　Ｎｏ．５７５　
２０２１年７月号』545 円・東京かわら版　(4)『昭和プロレスマガジン　５５』909
円・昭和プロレス研究室　(5)『１０代のための読書地図』1800 円・本の雑誌社　(6)『人
は死んだらどこへ行けばいいのか』2200 円・興山舎　(7)『日々翻訳ざんげ』1600 円・
本の雑誌社　(8)『書評七福神が選ぶ、絶対読み逃せない翻訳ミステリベスト２０１１
～２０２０』1800 円・書肆侃侃房　(9)『高尾山登山詳細図全１１２コース』900 円・
吉備人出版　(10)『天才による凡人のための短歌教室』1200 円・ナナロク社

(1)『戦国の北奥羽南部氏』2400 円・デーリー東北新聞社　(2)『ジオパーク秩父　公
式ガイドブック　秩父に息づく大地の記憶』1500 円・さきたま出版会　(3)『東京の
森のカフェ』1300 円・書肆侃侃房　(4)『調査されるという迷惑』1000 円・みずの
わ出版　(5)『蒲生氏郷伝説』1500 円・サンライズ出版　(6)『生まれたよ！山陰柴犬』
1500 円・今井出版　(7)『金のオタマジャクシ、そして感性の対話』2200 円・花乱社
　(8)『２１～２２　北海道キャンプ場ガイド』1300 円・亜璃西社　(9)『太田資正と
戦国武州大乱　実像と戦国史跡』1800 円・まつやま書房　(10)『新版　富山の百山』
2500 円・北日本新聞社　(11)『斎藤一　新選組論考集』3240 円・小島資料館

売 行 良 好 書 ※価格は本体価格表示です。別途消費税がかかります。
▼先日、朝日新聞に 7/10 公開の短編映
画『片袖の魚』についての記事が「ト
ランスジェンダーの日常描く　当事者
俳優と監督の思い」という表題で掲載

さ れ て い ま し た。
この短編映画のパ
ンフレット書籍と
して製作された【点
から線へ　トラン
スジェンダーの〝い
ま〟を越えて】が
旅と思索社さんか

ら刊行されています。 映画『片袖の
魚』製作委員会編、価格 1,500 円 + 税、
ISBN978-4-908309-08-3。旅と思索社
さんによる紹介文が web 上で公開され
ています。「自分を不完全な存在だと思
い込み、自信を持てないまま社会生活
を送るひとりのトランスジェンダー女
性が新たな一歩を踏み出そうとする―。
そんなささやかな物語を描いたショー
トムービー『片袖の魚』。日常生活のな
かで性自認・性同一性を巡り、さまざ
まな制約や悩みを抱えるトランスジェ
ンダーが自分らしく生きられる社会に
するために大切なことは、いったい何
なのでしょうか。『片袖の魚』を通して、
トランスジェンダーが直面する課題に
ついて考えたいと思います。第 1 章で
は映画『片袖の魚』をクィアの視点か
ら読み解きます。第 2 章では「トラン
スジェンダー」とは何か？　を知り、
現実にトランスジェンダー当事者が社
会に参加をしようとしたときに直面す
る様々な障壁について考えます。第 3
章では再び映画へと戻り、主演イシヅ
カユウの魅力を文章と撮りおろしフォ
トによって表現。映画『片袖の魚』か
ら広がる波紋の輝きを書籍としてまと
めました。」（版元ドットコムサイトよ
り）


